
第３勝恢式（第15条関係）

事業者排出量削減報告轡
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住所（法人にあっ
ては、ｌ:たる'11勝
所の所在地）

京都市中jj(1Ｋ烏九三条｣ニル｣M)之町６０４

氏名（法人にあ･」
ては、名林及び代
及者の氏名）

西日本愈附;通活株式会；I：威都支店支店腿東田盤１１首輪

事乗者のl:たる

菜利 電気imlバサーピス菜

該当するqI瀧帝
要件 存京都府地球Md暖化対蹴条例施行規11Ⅱ第10条第１号該当事焚背（大規換エネルギー便)11事猫打（Ujiilllに換算してＬ500キロリットル以上））

｢鰯雛ilMiﾋﾞｻﾞﾋjw噸条例鑓行鯉１１１１鏑'0条…又は難３１)鱗当噸蕊諦(k總磯運送駆繋者(ﾄﾗｯｸ又はﾊﾟｽ'00台以上/ﾀｸｼｰ'50命以上/鉄道
「 京都府地球１１A暖化対蝋条例施行規則第10条鯛41}該当事粟苛（その他のMA室効采ガスの大規模排{１１事業者（二醸化炭紫に換算して3`000トン以｣:））

i;ｆ画期間 平成２０年４月～平成２３年３Ⅱ

騒本方針

ＮＴＴ西11本グループ地球環境懸歳に酷づいた．環境マネジメントシステムの取り純みにより、エネルギー洞lHl効率の改蒋ならびに１１常的かつi;liIIii的
な省エネルギー施策の実施によりＣＯ２排lⅡ111の削減を図る。

推進体１Ｍ
環境管】ＷＭ〔任者を委貝没とした環境推進蚕[｣会（平成１３年度投函〉により、環境方針に〕fづき実施iillllIiの災定、削減ii1111ill標に向けた進捗管H11を行

つ。

環塊マネジメントシステム柵称 ＩＳＯ１４００１ 

適川範IlH NTTIIliI1本京都支店ピル

取得年月I］ 平成１３年７月

年度ごとの１４体
的な取靴及び拾
皿の状況

年度

１１２０～IｌＺ２ 

１１２０～1１２２ 

１１２０～ＨＺ２ 

１１２０～lｌ２Ｚ 

,iRtil、対象、二I:税等

機械室空iiII役liＩ

事務１１]空調被lii

iiW効率設備の導入

太陽光発飽

桁ＩＥＩ内容

通偏機械室型iiNiil(11iの室外機フイン洗浄及び室内機フィルタ洗ｉｉｉによる冷し}効率の向上

クールピズ・ウオームピズの奨励により取獅室空iBIの冷暖")省エネ設定温度の徹底を図り空醐緬刀便llllilをriﾘ減

通信設飼111画源装歴の更改時期に合わせた術効辮１段鯖への史改及び高効率jmuI荷役iiiiの導入

太鴎光発fHシステムの効果的な迎川（深硴ビル：交流迎系）によるiH力使lIlI1のIiI減
温室効采ガスの
排出lil等 排Ⅱl区分

Ａ事業所等排Ⅱ}区分

Ｂ輸送｣l['四i排'110K分

Ｃその他排111区分

排111合計

尖戯に対する1ｺ己評価

（１９)ｒｌＨｉ 
(二値化供染１日卸）

Ｍ標年度（ilIIM）
(２２）１１２度

(笙侭化炭素ｉｎ仰）

jli減率
(計画）

報i1r年度（央叔）

(２１）年度
(二値化炭楽1h打）

j､城端
(尖紙）

33,340.0ｔ 36.818.0ｔ 10.4％ 36,248.9ｔ 8.7％ 

ｔ ｔ ％ ｔ 
●' 

28.0ｔ 28.0ｔ 00％ 9.3ｔ -66.8％ 

．］３３’368.0ｔ ．：36,846.0ｔ 10.4％ ｡』３６’258.2ｔ １１．７％ 

継続的な省エネ施策鵬開また、満効率投鮒への史改を計Mlj的に尖施しているが、ｌｉＩｌ報迦偏新サービス等の繊liu負ｲNiの禰
要期や、皿((役備の商発熱化に伴う空湖投iii負荷の論要j､により、電力便Ⅲ11tはj､加傾向にある。

原単位当たりの

温室効染ガス排
出皿等

11】途区分 原単位の指標

電気通ｲパ
ピル

二酸化炭黙娩算

（廷床而『Ｈ）

二醸化炭索換算

二醗化炭然換算

実績に対する自己評価

騒率年度（突絞） １１標年度（計面） lniUi率（3f脚） 報11J年度（突紙） 珊減串（笈組）

0.13841-CO2／㎡ 0.15281-CO2／、 10.4％ 015041-CO2／､､「 8.7鬼

％ 殉

％ ．＄ 

延床面祇に変動は無いため・祖室効果ガス排Illlilの燗に追従し原llq位当り排llIlItも贈加しているが、中期的な各ピル便
lHiif画を勘案した原単位の管pllを行う。

その他の地LBMA

暖化対蹴による
ilA室効果ガスの
削減lil等

対策等の区分

森林の保全及び終備

府内童の木材の利ＩⅡ

IEI然エネルギーをfIIjIIした電力
又は熱の供給

グリーンfH〃の購入

家庭における温室効果ガス排111
laのriﾘ減効果分のHli入

､ﾘ減凧等合計

標年度（jillIIi）
凧HIu等 (二腹化隈柔ｉｎ卸）

毎白面Hi） hａ 吸収則 ｔ 

plmht） 、1, 『l城田 ｔ 

売地風） Iiwh rﾄﾞI城H1 ｔ 

鮪11t給風） GＪ 、l概阯 ｔ 

四入、） kwｈ Ⅳl減Hｔ ｔ 

(ﾛ1人且） ｔ (川減且） ｔ 

･３ｔ 

報ｉｌｉ年、 (実紙）

取靴、野 (二値化lAl米恨邸）

硬白lji砿） hａ 盛収、 ｔ 

ｌ01ⅡIil） ｍ， ､l波日 ｔ 

光矼風） kwｈ 、波1N ｔ 

偽Ut蛤H1） GＪ ﾛﾘ減風 ｔ 

､1人m） lｉｗｈ １W漣Ii（ ｔ 

(砥人且） ｔ (､I減1A） ｔ 

●３ ｔ 

繁りl排llIht

(俳Ⅱ1台iiI-Ⅳ1波汗合ilI）

韮f１M年度（突紙）

＊’33,368.0ｔ 

l】標年度〈計IIIi）

'021-'09136`８４６０ｔ 

1,械鍋（3fIII）

10.4％ 

報11i年度（実統）

36,258.2t IOII-IG5I 

ﾙﾘ城端Ｉ（〕４級）

8.7％ 

地球iH阻化対ｉｉｉ
に資するﾄﾞﾋ会19ｔ
献活動！

111t界のJi〔郡・まち災化市腿総行動」参肌
｢DOYOrKYOTO?」ライトダウン参加
｢Ji(都環境フェスティバル」’''展

特ｉｉｄ印Ⅵ

･NTTグループ全体として械々な活動を行っています。「NTTグループ環境活動」ｈｌｌｐ://wwnII・ＣＯ・jp/kankyo/indcx・ｈｌｍｌ


